
歯周組織再生療法の決定版！

　 歯 周・インプラント治 療 における
再 生 療 法 を 成 功 に 導くに は，Flap 
stabilizationとSoft tissue stability
を考慮した切開，フラップデザイン，縫
合が重要な鍵を握っている．本書は，軟
組織の創傷治癒や結合組織移植に対
する多角的な視座の下，リグロス，サイト
ランスグラニュールなどを用いた多数の
症例を，1,000枚超の写真，著者陣のオ
リジナルテクニックとともに解説．歯周・
インプラント治療の新たな到達点を示
す渾身の1冊である．

さまざまな骨欠損，根分岐部病変，根面被覆，歯間乳頭再建に対する
再生療法のアプローチとともに，インプラント周囲の硬・軟組織マネー
ジメントが満載．
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CHAPTER１　リグロスの機序と移植材料のサイトランスグラニュールへの考察

CHAPTER２　軟組織の創傷治癒の理解と結合組織の役割

CHAPTER３　歯周組織再生療法（１）

CHAPTER４　歯周組織再生療法（２）

CHAPTER５　�インプラント治療の硬・軟組織マネージメントにおけるサイトランスグラニュールと
リグロスの臨床応用
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Flap stabilityとSoft tissue preservation からみた
歯周・インプラント治療における再生療法　リグロスとサイトランスグラニュールを中心に

1 　リグロスの作用機序
2　リグロスのパフォーマンスを臨床的な側面から考察する
  １. 歯根膜の重要性
  2. 歯周組織再生療法の材料選択における概念
  3. リグロスの選択
　 1 歯根膜（細胞）への作用／ 2 歯肉（上皮）への作用
3 　移植材についての考察
   １. サイトランスグラニュールの特徴

Contents
 CHAPTER 1　リグロスの機序と移植材料のサイトランス
 グラニュールへの考察

1 　軟組織の初期閉鎖での治癒のプロセス
  １. 軟組織の創傷治癒のプロセス
　1 Phase 1 ：炎症反応（ 1日目から 5日目）
　2 Phase 2 ：移行，増殖（ 5日目から14日目）
　3 Phase 3 ：成熟，リモデリング（14日目〜完全治癒）
2 　�歯周組織再生療法における切開，フラップデザインとwound
stability

3 　Flap stabilization達成のための縫合
4　Soft tissue stabilityとCTG
5 　�Soft tissue stabilityを確実にするためにCTGを併用した歯周組
織再生療法

 CHAPTER ２　軟組織の創傷治癒の理解と結合組織の役割

1 　�歯周組織再生療法フラップデザインのDecision making tree：
Part 1

  １. フラップデザインについて
　 1 欠損形態からみたフラップデザインと移植材・吸収性膜・結

合組織移植併用の選択へのdecision making tree
　 2 M-MISTとSFA／ 3 M-MISTとMISTの術式／ 4 EPPT
　 5 MISTとSFA／ 6 デブライドメントでのNiTiブラシの活用

7 Extend flap
2 　再生療法時の結合組織移植併用の有効性
  １. 再生療法における結合組織移植の併用について
3 　�歯周組織再生療法フラップデザインのDecision making tree：
Part 2

  １. VITテクニック，HITテクニックを用いた歯周組織再生療法
　 1 VITテクニック（tunnelテクニック変法）
　 2 HITテクニック（NIPSA）
　 3 VITテクニックとHITテクニックの適応症
　 4 Supra-crestal regeneration

 CHAPTER 3　歯周組織再生療法（１）

1 　Phenotypeからみた歯周組織再生療法
  １. 骨欠損の分類

 CHAPTER 4　歯周組織再生療法（2）

1 骨造成におけるサイトランスグラニュールとリグロスの応用
  １. GBRの分類およびメンブレンの応用とその問題点
　 1 外側性GBRと内側性GBR
　 2 内側性・水平GBRにおける吸収性膜との応用
　 3 増生した骨量の維持
  2. Minimally invasive resorbable membrane pouch technique
　 1 Minimally invasive resorbable membrane pouch technique の 

術式／ 2 ソーセージテクニックとの比較
  3. 前歯部におけるminimally invasive resorbable membrane pouch 

technique
　 1 CTGの有無
　 2 Minimally invasive resorbable membrane pouch technique

を適応しないケース
  4. 外側性・垂直性ＧＢＲにおけるチタンメッシュと吸収性膜・非

吸収性膜との応用
　 1 外側性GBR
　 2 Suspended external-internal suture（SEI縫合）の応用
　 3 なぜ，今サイトランスグラニュールなのか
2 �ソフトティッシュマネージメントにおけるリグロスの応用
CMR（Collagen matrix soaked Regroth）法の活用

  １. ソフトティッシュマネージメントにおけるリグロスの応用
　1CMR法：角化歯肉の厚みの増生
　2CMR法：角化歯肉の幅の増生の可能性

 CHAPTER 5　インプラント治療の硬・軟組織マネージメント 
 におけるサイトランスグラニュールとリグロスの臨床応用

  2. 歯周組織再生療法の成功における 4つ重要な要素
  3. 歯肉のphenotype（歯肉の厚み・角化歯肉幅）を考慮した歯周組

織再生療法
　 1 歯周組織再生療法における歯間乳頭温存の観点からの切開線，

フラップデザインについて
2 　根分岐部への歯周組織再生療法
  １. 根分岐部病変に対する歯周組織再生療法
  2. 歯肉退縮をともなわない根分岐部病変への歯周組織再生療法
　1 �軟組織の難易度分類Class Ⅰ：Extend flapと遠心部トラップ

ドアでのアプローチ／2軟組織の難易度分類Class Ⅲ：頬
側SFAと遠心部トラップドアでのアプローチ／

　3 �軟組織の難易度分類Class Ⅳ：頬側SFAと遠心部extend flap
でのアプローチ（CTG併用）

3 　歯肉退縮をともなう根分岐部病変への歯周組織再生療法
1 軟組織の難易度分類Class Ⅳ：頬側SFAでのアプローチ（一

部上皮付きCTG併用）／ 2 軟組織の難易度分類Class Ⅲ：頬
側からのextend flapとMPPTでのアプローチ（CTG併用）

　 3 軟組織の難易度分類ClassⅢ：上顎根分岐部病変Ⅲ度へのア
プローチ／ 4 軟組織の難易度分類Class Ⅳ：頬側からのMPP
でのアプローチ（CTG併用）

4 　根面被覆・歯間乳頭再建におけるリグロスの応用
  １. 根面被覆のための分類
  2. 歯間乳頭再建とMillerの分類Class 3・ 4，Cairoの分類RT 2・ 3
への挑戦

26症例＋動画 4 本掲載 !

9 症例＋動画 1 本掲載 !

11症例＋動画 1 本掲載 !

17症例＋動画 1 本掲載 !

24症例＋動画 3 本掲載 !
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